
三和町（さんわまち）

＜行政組織＞

①議会(H14.3.1 現在)

議長 廣瀬 圓一郎 副議長 川上 幸男

任期 Ｈ16.2.10 定数 22 名 現議員数 21 名

党派別 公明 3 自民 1 共産 1 無 16

②三役(H14.3.1 現在)

長 舘野 喜重郎 任期 H13.9.12～H17.9.11

助役 中村 昇 収入役 欠

③職員数 （人）

H11 年度 H12 年度 H13 年度
職員数

287 284 283

普通会計 243 一般行政職 192

うち施設関係 59 技能労務職 41

企業職 10職員一人

当たり住民数
141.6

消防職 0

公営事業会計 40 教育職 2

職員構成

(H13.4.1)

合計 283 その他 38

④機構図（H14.3.1 現在）
＜町長＞―＜助役＞―

総 務 部―総務課,秘書課,交通防災課,企画課,財務課,

税務課

民 生 部―町民課,福祉課,介護保険課,保険課,生活環境課,

健康推進課

産業建設部―産業課,土地改良課,都市計画課,建設課,下水道課

＜収入役（会計課長職務代理）＞―会計課

＜国保診療所＞―国保診療所事務局

＜水道事業管理者＞―水道課

＜教育長＞―

教 育 次 長―学校教育課,指導室,生涯学習課,社会体育課

（図書館資料館）（学校給食センター）（公 民 館 ）

＜議会＞―議会事務局

＜行政委員会＞

農業委員会事務局

＜概要＞

①沿革

昭和 30 年 2月 11 日 合体 幸島村 八俣村 名崎村

「三和村（みわむら）」

昭和 44 年 1 月 1 日 町制施行（名称変更）

「三和町（さんわまち）」

②地勢・風土等

関東平野の中央,首都 60km 圏内の県南西部に位置し,町全

体が平坦な地形で,中小河川に沿って帯状の田畑が南北に

連なり,水と緑が豊富に残っている。

高度成長期やバブル期にかけて人口が急激に増加し,一時

期 4 万人に達した。新旧住民のふれあいと相互理解を深め,

行政と住民の協働による「豊かさと優しさのある住みよい町・

三和」の実現を目指している。

③人口・世帯数

国勢調査

H2 H7 H12

常住人口

（H14.3.1）

男 18,051 19,962 19,785 20,060

女 18,113 19,897 19,933 19,843
人

口

(人) 合計 36,164 39,859 39,718 39,903

世帯数 9,280 10,979 11,447 12,091

④有権者数（H13.12.2 現在） ⑤老齢人口割合（H12 国勢調査）

男 女 計 老齢人口割合有権者数

（人） 15,257 15,270 30,527 13.0％

＜産業・経済＞

①生産・所得（平成 10 年度）

市町村内総生産 960 億円 就業者 1人当たり 6,051 千円

住民所得 1,071 億円 人口 1 人当たり 2,665 千円

②産業構造 （百万円･人）

区分 総生産額(H10 年度) 就業人口(H12 国調)

第 1 次 6,254 6.5％ 1,754 8.47％

第 2 次 32,776 34.1％ 9,357 45.16％

第 3 次 59,348 61.8％ 9,395 45.34％

総額・総数 96,045 ― 20,720 ―

③農業・工業・商業 （人･百万円）

農家数 農業就業人口
農業粗生産額
(H11.1.1～H11.12.31)農業

（H12.2.1）
1,566 2,352 745（千万円）

事業所数 従業者数
製造品出荷額等
(H11.1.1～H11.12.31)

製造業

(H11.12.31)
203 3,428 52,584

商店数 従業者数
年間販売額

(H10.4.1～H11.3.31)卸・小売業

(H11.7.1)
379 2,416 58,564

④特産物

バラ（銘柄産地）、ほおずき、醤油

地域指定 一部事務組合加入事業 公営企業<住所>306-0198 猿島郡三和町大字仁連 2065

<Tel> 0280-76-1511 <Fax> 0280-76-8740

<HP>http:// town.sanwa.ibaraki.jp

<e-mail>info@town.sanwa.ibaraki.jp

ロゴマーク

類型 Ⅷ-3 ｺｰﾄﾞ番号 085430 面積 49.78k ㎡

市町村圏

特定農山村

指数票選定

消防救急、運動公園特、

殊湛水防除、老人ホーム、

ごみ処理、屎尿処理、

火葬場、下水道、診療所

上水道



<財政状況>

①決算収支 （千円・％）

年度 Ｈ11 決算 H12 決算 増減率

歳 入 10,941,897 9,809,146 -10.4

歳 出 10,291,658 9,119,384 -11.4

形式収支 650,239 689,762 ―

実質収支 533,131 587,471 ―

単年度収支 71,644 54,340 ―

実質単年度収支 74,774 154,969 ―

積立金現在高 3,880,399 3,792,230 -2.3

地方債現在高 7,714,424 7,305,074 -5.3

②財源及び支出の状況（構成比） （％）

区分 Ｈ11 決算 H12 決算

一般財源 76.6 84.4

自主財源 43.7 44.8

義務的経費 36.7 40.5

投資的経費 18.3 13.3
③主な歳入・歳出 （百万円・％）

区分
H12

決算
増減率

H13

見込み
増減率

H14

当初予算
増減率

歳 入 9,809 -10.4 9,704 -1.1 9,330 -1.3

うち地方税 3,209 -6.6 3,191 -0.6 3,139 0.7

うち地方交付税 3,373 -2.0 3,199 -5.2 2,700 -6.9

うち国県支出金 830 -32.8 991 9.8 878 -2.9

うち地方債 295 -58.5 321 8.8 489 104.6

歳 出 9,119 -11.4 9,204 0.9 9,330 -1.3

人件費 1,987 -1.6 2,230 12.2 2,288 1.2

扶助費 693 -17.8 790 14.0 837 2.2

公債費 1,009 -10.1 938 -7.0 811 -18.5

う

ち

義

務

的

経

費 計 3,690 -2.3 3,958 7.3 3,936 -3.4

うち物件費 1,337 5.5 1,405 5.1 1,373 -5.5

補

助
102 -46.8 110 7.8 140 10.2うち

普通建設

事業費 単

独
1,033 -35.6 1,159 12.2 1,197 10.6

④主要指標（平成 12 年度）

区 分 指 数 等

標準財政規模 7,455 百万円

歳出決算倍率 1.2 倍

経常収支比率 80.7 ％

財政力指数（3 ヶ年平均） 0.498

実質収支比率 7.9 ％

公債費比率 11.2 ％

公債費負担比率 12.2 ％

起債制限比率（3 ヶ年平均） 7.2 ％

地方債現在高倍率 1.0 倍

税の徴収率 86.9 ％

財調・減債 1,744 百万円
積立金現在高

特定目的 2,047 百万円

ラスパイレス指数(H13.4.1) 100.8

⑤市町村税の状況（平成12年度） （千円・％）

区分 調定額 収入額 徴収率
収入額

前年比

1,537,568 1,345,073市町村民税

（構成比） （41.6） （41.9）
87.5 -10.4

1,831,149 1,543,118固定資産税

（構成比） （49.6） （48.1）
84.3 -4.5

325,824 320,920その他の税

（構成比） （8.8） （10.0）
98.5 0.7

合計 3,694,451 3,209,111 86.9 -6.6

＜公共施設整備状況＞（平成 12 年度）

小学校 6 校 老人福祉施設 1 ヶ所

中学校 3 校 病院・診療所 26 ヶ所

幼稚園 8 園 道路改良率 49.7％

保育所 4 ヶ所 道路舗装率 50.4％

図書館 1 ヶ所 ごみ焼却処理率 83.1％

公営住宅 20 戸 し尿衛生処理率 100.0％

1 人当たり公園面積 2.4 ㎡ 上水道等普及率 68.6％

公民館等 1 ヶ所 排水等処理率 20.3％

体育館 1 ヶ所

プール 1 ヶ所

施設充足率（公私

立幼稚園保育所）
121.9％

＜主要施策等＞

①主要施策実施状況 （百万円）

名 称
期

間
内 容

概 算

事業費

新庁舎建設事業

H13

～

H17

地上 4階建,延べ床面積7,200㎡

実施設計
85

下水道事業

H 2

～

H27

公共下水道事業

農業集落排水整備事業
1,000

都市 計画 道 路

大和 田仁 連 線

道路整備事業

H10

～

H19

地方道路臨時交付金事業（交付金）

地方特定道路整備事業（起債）

延長 3,150m,幅 18m
270

片田南西部地区

土地 区画 整 理

事業

H 7

～

H14

生産・流通業務等による複合的土地

利用の促進

組合施行,14.3ha,保留地売却

学校施設大規模

改造・耐震補強

事業

H12

～

H20

八俣小学校管理教室棟耐震診断

及び実施設計

八俣小学校体育館耐震補強工事
89

②今後の主要課題・特色ある行政等

＜主要課題＞

・少子高齢化社会への対応

・行政改革の推進

・高度情報化の推進

・ごみ等の不法投棄撲滅

・オウム真理教信者の撤退

＜特色ある行政＞

・コミュニティ推進事業

・4 歳未満児の医療費自己負担分助成事業

・心身障害者ワークス作業棟建設事業


